
会長挨拶

　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆さまには、謹んで新年のお慶びを申し上
げます。
　さて、一昨年から世界中で感染拡大した新型コロ
ナウイルスは、感染者数がワクチン接種の促進など
で昨年末には減少傾向に転じた一方、変異を繰り返
すなど未だ予断を許さない状況にあります。
　また、地球温暖化に起因する異常気象により、昨年

令和３年７月８日（木）、ANAクラウンプラザホテル広島において、令和３年度広島県
赤十字有功会役員会を開催しました。
　令和２年度の総会（書面審議）における役員改選後、初めての顔合わせとなり、議案の審議と赤十字
活動についての講演、動画「赤十字この１年（令和２年度）」の上映を行いました。
　上映後、田村会長から「初めて知った情報もあり、新型コロナウイルス感染症に対し、医療現場の
切迫した状況がよく分かるものだった。日赤はこういった活動を広く広報し、たくさんの人に伝えて
欲しい」との感想がありました。

新型コロナウイルス感染症拡大の状況を考慮し、令和３年度広島県赤十字有功会総会
を書面審議により開催し、審議の結果、すべて原案のとおり承認されました。
　会員の皆さまは、書面審議にご協力いただき誠にありがとうございました。
　令和４年度は、次のとおり開催する予定です。是非ともご参加ください。
　　 日　　時 　令和４年７月６日（水）15時30分から
　　 場　　所 　ANAクラウンプラザホテル広島（広島市中区）
　　 参加対象 　有功会会員及び役員、県支部及び県内赤十字施設長他役職者、
　　　　　　　　令和４年度銀色有功章以上表彰受章者
※新型コロナウイルスの感染状況により中止となる可能性があります。

７月と８月には大雨に伴い、九州・中国・関東地方
など広い範囲で被災し、災害は、私たちの暮らしに
対し大きな影響を及ぼしています。
　こうした状況の中、日本赤十字社は、全国の赤
十字病院において感染者の受入れや治療にあたり、
また、災害時には感染症対策を講じながら医療救護
活動を行うなど、赤十字の基本理念である「人道」
の原則を実現するための各種活動を継続して実施
しています。
　当会は、日本赤十字社の活動に率先して協力する
ため、引き続き、会の発展に尽力して参りますので、
ご理解とご支援をお願い申し上げます。
　最後に会員の皆さまのご健勝とご発展、また、一
日も早く新型コロナウイルス感染症という困難な
事態が終息することを祈念しまして、新年のご挨拶
といたします。

広島県赤十字有功会会長

田村　興造

令和３年度広島県赤十字有功会役員会・総会 開催
役員会

総　会



●個人（３名） ●法人（４社）会員名 市区郡

川西　博人 広島市

姥迫 日出乃進 尾道市

上野　淳次 広島市

会員名 市区郡

世羅印刷株式会社 安芸高田市

株式会社ファンプ 広島市中区

株式会社小泉新聞舗 東広島市

有限会社タウンスケープ 呉市

　10月に群馬県髙崎市で開催を予定していた令和３年度日赤紺綬・有功会会長協議会総会は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大により書面審議となりました。議事は、全て原案のとおり承認されました。
 議　事 　（１） 令和２年度収支決算報告並びに会計監査報告について

　　　　　（２） 役員の改選について

　　　　　（３） 次回総会の開催について

◇会員動向　　【個人】70名　　【法人】263社　　
◇令和３年 新規会員紹介（順不同・敬称略）

令和3年度日赤紺綬・有功会会長協議会総会 開催

広島県赤十字有功会役員紹介

令和３年 会員動向・新規会員紹介（令和３年12月現在）

役職名 氏　名 現職（法人）　個人（居住地）

会　　　 長 田　村　興　造 広島ガス株式会社 代表取締役会長

副 会 長 小　田　宏　史 株式会社もみじ銀行 頭取

副 会 長 松　本　和　久 株式会社サタケ 代表取締役社長

副 会 長 部　谷　俊　雄 株式会社広島銀行 頭取

常 任 委 員 土　肥　博　雄 広島市

役職名 氏　名 現職（法人）　個人（居住地）

常 任 委 員 山　根　以久子 株式会社サンポール 代表取締役社長

常 任 委 員 池　田　浩　直 鯉城タクシー株式会社 代表取締役社長

常 任 委 員 中　嶋　栄　子 株式会社フカイ 代表取締役

監 事 岡　田　民　男 松電産業株式会社 代表取締役会長

監 事 小　松　節　子 株式会社メンテックワールド 代表取締役社長

ご入会いただき、ありがとうございました。

○入会資格
　日本赤十字社の事業資金に多額のご協力をいただき、日本赤十字社有功章を授与された個人及び法人・団体

○会員優待（人間ドック）
　広島県赤十字有功会では、会員限定で人間ドックを特別料金にてご案内しております。
　コース内容や、料金については広島県赤十字有功会事務局までお問い合わせください。
＜特別料金にてご案内する施設＞
　広島赤十字・原爆病院　（広島市中区千田町１丁目９−６）
　庄原赤十字病院　（庄原市西本町２丁目７−１０）
　三原赤十字病院　（三原市東町２丁目７−１）

◆銀色有功章
20万円以上（一時又は
分割して）のご協力で

「銀色有功章」を贈呈い
たします。

◆金色有功章
50万円以上（一時又は分割
して）のご協力で「金色有功
章」を贈呈いたします。

（個人の方は勲章、法人様
は楯）

　赤十字を支援する輪を広げるため、会員の皆様には、知人等に広島県赤十字有功会への加入の声かけなど、
仲間づくりの推進にご協力ください。

仲間づくり運動の推進にご協力ください



　広島県赤十字有功会は、青少年赤十字活動を支援しています。
　令和３年度は、青少年赤十字トレーニング・センターと青少年赤十字創設100周年特別
事業「100万羽おりづるプロジェクト」に支援を行いました。

青少年赤十字活動への支援報告

応急手当の実践
（小学校）

積極的に発表する児童
（小学校）

各校からオンライン参加する生徒
（高等学校）

青少年赤十字広島県リーダーシップ・トレーニング・センター
　青少年赤十字広島県リーダーシップ・トレー
ニング・センター（以下「トレセン」）は、小・中・
高等学校の児童・生徒たちが赤十字に関する
知識や技術を学びながら、集団生活の中でリー
ダーとして必要な自主・自立の精神を身につ
けることを目的に毎年開催されています。
　例年２泊３日の宿泊型で開催されています
が、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症
拡大のため、オンライン方式で開催されました。
　小学生を対象としたトレセンでは、グルー

プディスカッションや、赤十字の防災や応急
手当等の講習が行われました。
　高校生を対象としたトレセンでは、災害へ
の備えやリーダーシップについての学習や、
オンラインを通じて生徒たちによる意見交換
が行われました。参加した生徒たちからは、「こ
れからも気づき、考え、実行する生活を続け
ていきたい。」「災害への備えやリーダーシッ
プなど、これから生きていくうえで大切なこ
とを学べた。」などの感想がありました。

開催日 参加校数 参加者数 参　　加　　校

小 学 校 ８月４日（水） ３校 23名 熊野第一小学校、熊野第四小学校、筒賀小学校

高等学校 ８月１０日（火） ８校 35名
宮島工業高等学校、安芸高等学校、舟入高等学校、
河内高等学校、熊野高等学校、広島みらい創生高等学校、
広島工業高等学校、安西高等学校

※中学校を対象としたトレセンは集合型で計画していたため中止となりました。

青少年赤十字創設100周年特別事業「100万羽おりづるプロジェクト」

　令和４年に青少年赤十字は、 創設100周年 を迎えます。

　広島県支部は、特別事業として「100万羽おりづるプロジェクト」
を実施します。

　このプロジェクトでは、青少年赤十字加盟校を中心とした県内の子どもたちが、

100万羽のおりづるを製作し、ギネス世界記録に挑戦します。挑戦後は、このおりづる

を再生利用したノートを、国際赤十字を通じて海外の貧困国の子どもたちに寄贈します。

　令和３年度は、準備期間として折り紙等の必要な物品の調達や広報資材の製作が行われており、当会

はこれに対して支援を行いました。

詳しい情報は
こちら



○広島県赤十字有功会事務局
所在地：〒730-0052
　　　　広島県広島市中区千田町2-5-64
　　　　日本赤十字社広島県支部　組織振興課内
連絡先：電話(082)545-5011、FAX(082)240-2741
URL：https://www.hiroshima.jrc.or.jp/merit

●有功会会報「有功ひろしま」19号　令和4年1月発行

日本赤十字社広島県支部からのお知らせ
令和3年8月大雨災害に対する日本赤十字社の対応

遺贈・相続財産寄付のご案内

　令和３年８月、停滞する前線の影響により、西日本か

ら東日本の広い範囲で記録的な大雨となり、これに伴い

各地で河川の氾濫や土砂災害などが発生しました。

　日本赤十字社は、この災害に対して、医療救護班の

派遣・救援物資の配布・義援金の受付などを行い、被災

した地域における各種救護活動を行いました。

　当支部は、広島市・安芸高田市・東広島市・北広島町

に救援物資を配布した他、義援金の受付をしています。

　近年、「自分が築いた財産を社会のために役立てたい」「故人の
遺産を社会に役立てて欲しい」といったお申し出が増えています。
　日本赤十字社は、このような尊い思いに応えるため、遺贈（遺
言による寄付）や相続財産の寄付を承っております。
　日本赤十字社に相続財産を寄付した場合、相続税が非課税とな
る税制上の優遇措置があります。また、提携している金融機関等
へのご紹介も可能です。ご関心をお持ちの方は、ホームページを
ご覧いただくか、当支部 組織振興課（℡ 082-545-5011）まで、
ご連絡ください。

 広島県内における主な活動実績 

♦救援物資の配布
　毛布150枚・安眠セット181組・緊急セット95組・
　タオル等3点セット183組・タオルケット30枚　他
♦義援金の受付
　2千3百万円余（令和３年11月末現在）

救援物資の搬出（広島県支部）

避難所での活動（佐賀県支部）

今後もこのような活動を継続していくため、
赤十字へのご理解・ご支援をお願いします。

詳しい資料を作成しています。
こちらからご覧いただくか、
お電話にてご請求ください。


